
 1 

 
平成 22 年 11 月２日 

各      位  

                                                        会 社 名      オ ー ナ ン バ 株 式 会 社 

                                                        代表者名      代表取締役社長 小 山 正 孝 

                                                        （コード番号 ５８１６ 東証第二部・大証第二部） 

                                                        問合せ先  常務取締役管理統括部長 鈴木良弘 

                                                        （TEL．０６－６９７６－６１０１） 

 

新中期経営計画「ＳＴＥＰ ＵＰ ２０１３」について 

 

当社は、この度、来年度（２０１１年度）を初年度とし２０１３年度までの３ヶ年の新中期経営

計画「ＳＴＥＰ ＵＰ ２０１３」を策定しました。現在、 終年度が進行中の中期経営計画「Ｅ

ＱＵＩＴＹ－１０」の反省も踏まえ、新たな中期経営計画についてお知らせします。 

 

記 

 

１．現計画「ＥＱＵＩＴＹ－１０」の到達点 

現在進行中の中期経営計画「ＥＱＵＩＴＹ－１０」は、２００８年度から今年度（２０１０年

度）までを対象とし、当初２０１０年度売上高４００億円、営業利益２７億円を目標としてスタ

ートいたしました。 

「ＥＱＵＩＴＹ－１０」は、①事業の多核化の推進、②拠点政策における選択と集中、③戦略

的提携の推進、④継続的な経営効率の追求を目標に取り組んでまいりました。 

初年度の秋に起きましたリーマンショックに伴う金融危機の影響による需要の減退により計

画数値は未達となる見通しですが、太陽光発電配線ユニットが事業の柱として成長し、コスト競

争力強化を狙って設立したベトナム子会社の本格稼動による収益への貢献等の成果を得ること

が出来ました。 

なお、２０１０年度の業績は売上高３１７億円、営業利益１７億円の見通しであります。 

 

２．新中期経営計画「ＳＴＥＰ ＵＰ ２０１３」における経営基本戦略 

新中期経営計画「ＳＴＥＰ ＵＰ ２０１３」は、現中計「ＥＱＵＩＴＹ－１０」で目標とし

た上記①～④の取組をさらに加速し、世界的な視野でビジネスチャンスを捉え、企業規模の拡大

と収益確保を目指します。 

 

（Ⅰ）成長戦略 

・太陽光発電配線ユニットを核に関連分野の事業拡大を図り、業界トップシェアを維持します。具

体的には、太陽光発電配線ユニットの技術を基にその周辺機器、ＰＶＵ-Finder など関連製品の

拡販を行います。 

・ワイヤーハーネスは、従来の先進国市場に加え新興国市場への参入に注力いたします。 

・新製品開発体制を強化し、新しい市場の開拓に努めてまいります。 
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（Ⅱ）生産戦略 

・得意先の購買政策に対応してコスト競争力のある 適地生産を加速させてまいります。 

・太陽光発電配線ユニットの需要増に対応する生産拠点の拡充を行います。 

・材料の現地調達の強化等、コスト低減を進めてまいります。 

 

（Ⅲ）財務体質の強化・充実 

・キャッシュフローを改善し、財務体質の強化・充実を図ってまいります。 

 

３．経営指標（目標） 

 2011 年度 2012 年度 2013 年度 
（参考） 

2010 年度見込

売上高（億円） 340 375 420 317 

営業利益（億円） 17 21 27 17 

営業利益率（％） 5.1 5.6 6.4 5.3 

ＲＯＥ（％） 8.2 8.9 10.2 9.6 

1 株当たり配当（円） 10 14 18 10 

 

 （注）数値の算定の前提：為替レート １ＵＳ＄＝８５円、１ユーロ＝１１０円 

 

以  上 
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新中期経営計画の概要

【 ＳＴＥＰ ＵＰ ２０１３ 】

2010年11月2日
オーナンバ株式会社

オーナンバ株式会社 1

スローガン

ＳＴＥＰ ＵＰ ２０１３

Ｓｔｒａｔｅｇｙ 戦 略

Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ 技 術

Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ 環 境

Ｐｒｉｏｒｉｔｙ 選択と集中

Ｕｎｉｑｕｅ 差異化

Ｐｅｒｓｏｎ 人 材
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オーナンバ株式会社 2

新中期経営計画の基本戦略

１．成長戦略
太陽光発電配線ユニットを核に､関連分野へ事業を拡大
先進国市場に加え､新興国市場へ参入
新製品開発体制の強化と新しい市場の開拓

２．生産戦略

コスト競争力のある 適地生産の推進
太陽光発電配線ユニットの需要増に対応する

生産拠点の拡充
材料の現地調達等コスト低減の推進

３．継続的な経営体質の改善

オーナンバ株式会社 3

太陽光発電関連事業の拡大

太陽光発電関連製品の売上げ推移及び計画
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オーナンバ株式会社 4

海外拠点における販売額の増加目標

円高に伴う日系企業の生産拠点の海外移転の加速

終製品の販売価格の低下に伴う海外生産の加速

新興国市場への参入

海外売上推移
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新製品の開発と販売目標

人 的 投 資 → 営業技術・開発技術員の増強

海外販売要員の育成

研究開発投資 → 年間３億円の投資の継続

（百万円）

610320160合計

20510550その他

24016080ＰＶ周辺機器

1655530ＰＶＵ-Finder

2013年度2012年度2011年度
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オーナンバ株式会社 6

生産拠点の拡充額の増加目標

１．太陽光発電配線ユニットの 適地生産の拡大

太陽光発電配線ユニットの拠点別生産能力
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生産拠点の拡充額の増加目標

２．ワイヤーハーネスの 適地生産拠点

コスト競争力強化のための 適地生産の追及

２０１０年度

ASEAN

日本
中国

ベトナム

ＡＳＥＡＮ＝インドネシア・マレーシア・タイ

拠点別生産高 ２０１３年度
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オーナンバ株式会社 8

ＰＶＵ用材料のベトナム国内・ＡＳＥＡＮ域内調達の推進

中国内の低価格材料の発掘・採用の推進

ユーロ圏・準ユーロ圏内の材料の発掘・採用の推進

○ コスト低減

○ 原材料購入リードタイム短縮

○ 為替リスク回避

海外子会社の材料現地調達比率の向上

オーナンバ株式会社 9

継続的な財務体質の改善

棚卸資産回転率の向上
進度管理徹底による仕掛品の削減

不動在庫発生の抑制

材料発注管理方法の見直し

品質管理の徹底

○ 財務体質の強化

業績の向上、資金管理の徹底によるキャッシュフローの改善
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オーナンバ株式会社 10

新中期経営計画の目標値

１０％９％ＲＯＥ

６％５％営業利益率

１８円１０円１株当り配当

１６億円１２億円当期純利益

２７億円１７億円営業利益

４２０億円３１７億円売上高

２０１３年度
目標

２０１０年度
見通し

オーナンバ株式会社 11

本資料の将来予想に関する記述は、経済情勢や社会情勢の変化に
より、実際の業績と異なる場合があることをご承知おき下さい。


